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2003.1218 
荒井理事長殿 JTU 東北ブロック協議会 

蒲生光男 
 
（１） ブロック正副理事長会議（会議記録参照） 
開催日時 平成 15 年 11 月 22 日(土曜日) 13:00～15:00 
開催場所 仙台市・パルフォニ－ 
出 席 者 蒲生理事長・森崎副理事長・小林副理事長・吉田副理事長 
     片桐理事(オブザーバー出席) 
議   題 ①会員報告会開催実行案・提出議題審議 

②2003 年度活動報告案、2004 年度活動案審議 
③2003 年度決算書案、2004 年度予算案審議 
④サーキット表彰および来年度開催について 
⑤会員増強について 
⑥年間優秀選手表彰について 
⑦その他 

① 会員報告会開催実行案・提出議題審議 
1. 報告会開催日、同時刻に福島の千葉秀樹選手と渡辺純子選手の結婚式が執り行

われることとなり、岩城会長と審議の結果、森崎事務局長が列席し、報告会は

岩城会長が出席し、森崎は報告会を欠席する旨申し出あり。事務局長の代行は

できるだけ吉田副理事長が代行する。 
2. 報告会終了後の講演会は岩城会長に「参議院議員としてトライアスリートとし

ての思い」をお話いただく。 
3. 役員と大会関係者の合同会議は 3 月 6 日(土曜日)開催で今後調整。 
4. 現在の出席見込みは、福島県(岩城会長・高橋理事)、宮城県(吉田副理事長・志

村理事)、山形県(蒲生理事長・高橋理事)という状況。隣県である岩手県と秋田

県からできる限り多くの参加者実現に努力要請。 
② 2003 年度活動報告案、2004 年度活動案審議 

1. 最終となる「みちのく 101 キロマラソン」の開催は秋開催で今後調整。 
2. 「太平洋夢街道トライアスロン in 原町」大会は今年で中止になる見込み。東

北女子選手権は「うつくしま大会」に移行して実施。 
3. 「長井トライアスロン大会」、「宮城トライアスロン大会」でブロック役員選手

権を開催。2 大会の合計タイムで競う。2 大会の前日に「ブロック理事会」を

開催する。 
4. 強化指定選手認定記録会はブロックの標準タイムを設定して実施し、3 月 30

日に福島市で開催予定であるが、今後宮城県と調整していく。 
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5. ブロックの強化指定選手には、大会に協力要請し、サーキット参加大会への参

加費免除を実施し、選手強化を進める。参加費免除は推薦選手となった選手の

出場希望大会を上位選手から申告させ、1 大会 3 名を同大会出場上限とする。 
③2003 年度決算書案、2004 年度予算案審議 

1. 事務局より 2003 年度の金銭出納簿および 11 月 21 日現在の決算書案が提出さ

れ、理事長・副理事長で監査し、原案で承認された。 
2. 経費節減のため、本年度文から、正副理事長会議の出席旅費の 4 割カットを申

し合わせた。 
3. 来年度のサーキットで、事務局より提示された賞品提供のスポンサーを承認し、

現状の楯の贈呈は廃止し、表彰状のみとする。 
④サーキット表彰および来年度開催について 

1. サーキット表彰には、近県での対象選手をできるだけ参加するように要請する。 
2. 来年度から賞品提供のスポンサーとしてサッカニー(シューズ販売店)を承認。年

間の総合表彰・エイジ表彰対象者全員、各大会男女優勝者などにシューズ(38
足)・ポロシャツまたはティシャツ(20 着)・キャップ(12 個)など、約 40 万円相

当の商品を提供してもらう。各大会の協力条件は大会要項に広告１ページ掲載、

ブースの作成、のぼりなどの掲示、表彰式でのプレゼンターなどとしての紹介

である。 
⑤会員増強について 
  １.7 月に実施した各県のアンケート結果として、東北六県の本年度の登録者は、７

００名弱に止まっている。蒲生理事長の掲げる 2000 人達成には到底及ばない。 
    2．その中で、福島県が 279 名の登録者となっている。単純に各県がこの数字を達

成すれば東北ブロックの登録者は 1700 名近くなる。みなで今後の努力が必要。 
⑥年間優秀選手表彰について 

1. 七ヶ浜大会でのアジアカップ 7 位など進境著しい菊地次郎選手。日本選手権

完走の中川亮選手が候補に上がった。 
2. 慎重審議の結果、菊地次郎選手に決定。報告会へ招待(旅費免除)し、「年間最

優秀選手賞」を授与することとした。 
3. 中川亮選手には来年度の日本選手権に無条件でブロック推薦することとす

る。 
⑦その他 

1. 釜石大会を開催する岩手県トライアスロン協会(小林格也会長)が設立 10 周

年を迎え、記念誌を発行する。ブロックとして会長・理事長のあいさつ文掲

載など協力をする。 
2. 蒲生理事長が前回の会員報告会の席上、残り 1 年余りの任期終了後勇退する

意思表示がされた。森崎。小林副理事長など、今まで支えてきた体制から新
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しい運営をするため、今後の後継者を各県で候補者を立て、清新な運営スタ

ッフを模索していく。 
 
（２） 東北ブロック協議会会員報告会 

① １６年度大会開催予定表について 
2004.328 強化指定認定記録会(福島市あずま運動公園) 
2004.509 庄内デュアスロン大会 in 酒田 
2004.523 デュアスロン選手権大会(宮城県) 
2004.620 日本海トライアスロン大会おしんレース(山形県) 

＊ 日本選手権大会東北ブロック代表選手選考大会 
＊ 東北選手権大会 
＊ 山形県選手権大会 

2004.627 長井トライアスロン大会 
＊ ブロック役員選手権大会第一戦 

2004.704 みやぎ国際トライアスロン七ヶ浜大会(宮城県) 
2004.711 矢祭トライアスロン若鮎レース 
2004.718 秋田トライアスロン芭蕉レース象潟大会 
   ＊ 東北県別選手権大会 
2004.725 白神杯鯵ヶ沢トライアスロン大会(青森県) 
2004.801 新日本スポーツ連盟・宮城トライアスロン大会(宮城県) 

＊  ブロック役員選手権大会第二戦 
2004.822 うつくしまトライアスロン in あいづ(福島県) 
       ＊ 東北女子選手権大会 
2004.905 釜石はまゆりトライアスロン国際大会(岩手県) 
2004.912 阿武隈川トライアスロン in フルーツ王国福島(福島県) 
   ＊  ちびっ子ジュニアトライアスロン教室 
② 2003 年度事業報告は、各地大会開催状況について報告 
② 東北トライアスロンサーキット戦結果報告 

アーサー・エアーズ(福島県)が総合優勝 
③ 東北選手権大会 

菊地次郎選手 
（３） 2004 年度各大会役員ブロック役員合同会議開催 2004.306(土) 仙台市で開催 
（４） 2004 年度ブック会員報告会 宮城県仙台市周辺で開催決定 
（５） 岩城光秀東北ブロック協議会会長講演 
（６） 懇親会 


